
 4月17日、融雪や梅雨の洪水が発生しやすい 
時期に備え、事務所職員と水閘門操作員が 
合同で水門等を操作しながら、異常がないか 
点検しました。  

                         

 普段私たちの家などから 
出た水は排水路を通して 
最上川に流れていきます。 
ところが、洪水で川の水が 
増水し、排水路の高さより 
水位が上がってしまう 
ことがあります。そうすると、 
今度は川の水が住宅地へ 
と逆流してしまうため、「樋門樋管」では増水したときに 
水門を下げ、川の水が入らないようにします。 

飽海出張所は、庄内大橋から「白糸の滝」の下流までの最上川18.1㎞と             
相沢川1.46km及び立谷沢川0.5㎞と、さみだれ大堰の管理をしています。 

事務係長  田澤 真美子 

 4月16日、多くの人出が予想されるゴールデン 
ウィークを前に川沿いの施設を安心して利用  
できるように、 
河川管理者と 
施設管理者で 
点検しました。 

 豪雨の影響で住宅地側に水がたまってしまった場合にそれを 
川へ強制的に排水できるものが「排水ポンプ車」です。床下浸水
などの被害を軽減します。普通自動車運転免許で運転可能な  
4トンベースのトラックにポンプ･ホース・発電機を搭載しているので、
設営スペースがあればどこでも 
車を移動して排水できます。 

 ４月から事務係長として 
着任した田澤です。地域
の暮らしを守り、発展の一
助となれるようがんばりた
いと思いますので、よろし
くお願いします。 

技術係長  佐藤 真也 

飽海出張所にあるものは「毎分
30㎥」排水できる大きさです。    
（25mプールが約10分で排水可能） 

  

水門 

『排水ポンプ車』 
このコーナーでは、飽海管内の様々な施設             
などを１つずつ紹介していきます。第１回目は飽海出張所にある   について紹介します。 

東日本大震災
のときに津波浸
水箇所の排水
作業で活躍しま
した。 

 今回の点検で 
大きな異常は 
ありませんでした。 

 ４月から技術係長として 
着任した佐藤です。酒田
での勤務は初めてですが、
地域の皆様・お一人でも 
よりお役に立てるよう頑張
りたいと思いますのでよろ 
しくお願いいたします。 
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１０月～４月:平日のみ開館 

開館日  

国土交通省 東北地方整備局 
酒田河川国道事務所 飽海出張所 
『フィッシュギャラリー』 
山形県酒田市柏谷沢字内山４０-１ 

入館料  無料 

１０台･大型可 駐車場  

さみだれ大堰 検索 
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 フィッシュギャラリーで魚道を通る魚の種類を記録し、季節ごとに集計しました。 
集計の結果、堰が起立している期間が一番良く魚が観察することができ、ウグイが最も多く見られました。 

（６月～８月） 
   ９２日間  

（９月～１１月） 
  ７２日間 

（１２月～Ｈ２６.２月） 
   ５７日間 

冬は、あまり魚が見られませんでした。 
12月下旬に2日間、魚群を確認できました。 

見えたのは大半
が稚魚でした。 

堰を倒した後は水の流れが穏やかなため、ゆったり 
泳ぐ魚の姿を見ることができました。 

毎日魚が見られました。堰を倒したり、川が濁っ
たりした日もありましたが、一番色んな種類の魚
が確認できる季節です。 

雪が溶け暖かくなってくると、徐々に魚が見れます。
70cmくらいのコイも数日間魚道に入ってきました。 

（Ｈ２５.３月～５月） 
  ７２日間 

オイカワ(群れ） 

      さみだれ大堰は、無料で施設見学ができます。             
堰の魚道を泳ぐ自然の魚を窓越しに観察できるフィッシュギャラリー        
では、季節によってさまざまな種類の魚を見ることができます。 
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※ 

※魚が通れる水路のこと。さみだれ大堰が起立中は川がせき止められるため、魚がここを通ります。 
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